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漢方でいつまでも健やかに 
～心と体の健康づくり～ 

 

劉 園英 
北陸大学薬学部 医療薬学講座 

 
 健康とは、心も体も健やかで安らかな状態を言います。健康の「健」は、もともと丈夫な体という意味

で、「康」は安らかな心を現します。この二つが揃って、初めて健康が得られます。いずれかが欠けても健

康を維持することは困難で、生活習慣の乱れやストレス、運動不足、加齢などにより健康体が崩れてしま

います。 

 近年、疾病の発症と転化における、毒邪の作用が日増しに重要視されてきています。毒邪はさまざまな

疾病の病因となり、また多くの疾患（例：喘息、肝臓病、腫瘤など）の発症・進展・悪化に影響を及ぼし

ます。これらの毒邪は体内の気・血・水の運行を阻滞したり、臓腑を損傷し、体内の排毒システムの故障

を引き起こします。 

 漢方の大きな特徴は、人間の身体全体を１つの繋がったシステムとして捉えることです。身体の各部位、

各器官は人間の生命を維持するために全体として調和をとり、協調して働くと考えています。 

 健康維持・病気予防・老化防止には日頃の養生が大切です。健康と養生のもとは「五快」（快食・快泄・

快眠・快楽・快動＝食事、運動、睡眠、愉楽、排泄）であり、五つの「快い」で臓腑機能や気血水の流れ、

排泄システムの「快調」を保つのが病気予防のもとであると考えています。自然や環境などと調和しなが

ら日々、伸びやかな心を自然と持てるようになることが大切です。 

 本講演では、体質改善や老化防止、健康維持を図るための漢方薬・食養生・ツボの知識を深め、心身の

健康を手に入れるために役立つ術をご紹介します。 
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